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第 3 章では，河口砂州の形成機構及び 3 次元海浜変形の数値予測モデルと関連し， flux モデノレに基づ、
く汎用性の高い数値予測モデ、ルを開発し他の実験結果による検証を行っている。この場合，水深変化に

































モデノレ( flux モデ〉レ)を開発し， このモデルが十分再現'性のある有用なモデルであることを実験によ
って検証している。
(4) 河口閉塞防止工としての導流堤工法及び離岸工法を実験及び上記数値シミュレーションを用いて検
討し，河口流出流に対しては導流堤工法が望ましいが，河口隣接海岸の連続性という面では，離岸堤
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工法が良い結果を与える乙とを明らかにし，その目的の重要度に応じていづれかの方法を採用しなけ
ればならないことを示唆している。
(5) 河口付近の地形変動要因が沿岸漂砂に基づくものか，岸沖漂砂に依存するものかを明らかにするた
め，経験的固有関数法を用いて検討を行い，河川流出土砂がないような河川流のある場合には，地形
変動の60%が沿岸漂砂に依存することを明らかにし，河道内堆砂による河口閉塞に対する防止工とし
て，離岸堤工法が極めて有用であることを明らかにしている。
以上の成果は，従来試行錯誤的に行われてきた河口処理工法の計画及び設計において，理論的に重要
な示唆を与えるものであり，河口処理工の最適計画も可能となる知見を与えるものである。よって本論
文は博士論文として価値あるものと認める。
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